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活動報告（2013年1月～ 10月）

 1 / 14 水鳥観察会　参加6名
 1 / 27 第11回 只見の自然に学ぼう会「環境病を
　　　いやす奥会津の実践」  講師：池谷純人氏

  朝日地区センター　約30名
 2/10 雪まつり参加行事　参加4名
  只見町ブナセンター冬芽観察会に参加
 3 / 9 定例会　参加12名
 3 / 31 「奥会津の木地師」映写会
  朝日地区センター　約30名
 4 / 14 ユビソヤナギ調査・観察会　参加4名
  只見川・伊南川合流点から内川まで
 5 / 15 定例会　参加16名
 5 / 26 寄岩バードウオッチング　参加9名

20年ぶりに確認できたという絶滅危惧
種のチゴモズをはじめ17種の鳥を確認。

 5 / 30 幹事会　参加5名
 6 / 15 総会と懇親会　参加23名
  青少年旅行村バーベキューハウス
 8 / 11 黒谷川魚類調査　参加7名
 9 / 13 定例会　参加10名
  鈴木良三郎さん（92）に戦争体験を聞く

植生モニタリング調査報告
今年の春より高原夫妻を中心に旅行村のハイキングコースを調査地に
原則毎月第2土曜日（9時から13時頃まで）に植生調査を行っています。
5 / 12　3名
つぼみ、花、実、胞子のあるものだけをリストにしました。36種類の植
物を確認。イワナシがたくさん咲いていました。山の上ではマルバマンサ
クが満開で、タムシバの花も見頃でした。スミレも5種類ありました。池
ではクロサンショウウオとアカガエルの卵を確認しました。
6 / 8　5名
ヤマツツジやタニウツギなど初夏の花がたくさん咲いており、楽しい
調査となりました。今回は花や実を付けた76種類の植物を確認しました。
7 / 15　6名
トリアシショウマが沢山咲いていて、山頂付近はオオコメツツジが花
盛りでした。53種類の植物の花と実を確認しました。また、鳥類の調査
も行い、サンコウチョウ１、ヒヨドリ3、ニュウナイスズメ3、ホオジロ1、
メジロ2、ヤブサメ1、キビタキ3、イカル1、オオルリ1、シジュウカラ1、計
10種を確認。超レアになったサンコウチョウの鳴き声を20数年ぶりに聞
くことができました。
8 / 10　8名

8月の半ばだというのにゲンノショウコやミズヒキ、キンミズヒキな
どの秋の花がもう咲き始めていました。
◦このあと9/14、10/12と調査しました。11月で今年の調査は終了予定
です。次号の学ぶ会通信で、くわしく調査報告を掲載する予定です。

MANABUKAI TSUSHIN

2013.11.8  vol.8

発行：只見の自然に学ぶ会 事務局：〠968-0431 只見町楢戸字舘ノ川1575 渡部方
http://www.fukosya.com/manabu.htm

秋の木の実

今年は、かつて経験したことがないくらい異常気象がお
きている。このため、猛暑、干ばつ、ゲリラ豪雨が続き、台風
や水害が頻発、竜巻が発生するなど、日本じゅう気象災害だ
らけの状態である。
今年 5月 11日付の新聞に、「地球の二酸化炭素濃度が

400ppmの最高値に達した」という記事が載った。40年くら
い前、高校の生物の授業で、地球の二酸化炭素濃度は
280ppmと習った記憶がある。この濃度は、18世紀後半の産
業革命前まで変わることはなかったという。それが、たった
100年ほどの間で4割も増えてしまったのだ。石炭や石油を
燃やし続けた結果である。
二酸化炭素濃度が増すと、温室効果で地球が熱くなり、さ
まざまな気象災害がおこるということは、半世紀以上も前
から言われていた。そのころゲリラ豪雨という局所的な集
中豪雨がくるなんて信じられなかった。しかし、もうゲリラ

豪雨は日常茶飯事である。いまや地球環境はどんなことが
起きてもおかしくない状況にきているという。タガはすで
に外れてしまっているのかもしれない。
異常気象は地球規模でおきている。発展途上国では、一層

深刻だ。それでも、日本も世界も経済の発展をめざしている。
もっとお金がほしいのだ。とっくに成長の限界なんか過ぎ
ているというのに。
最近、よく耳にする持続可能な発展とは、将来の世代の欲

求を満たしつつ、現在の世代の欲求も満足させるような発
展という意味だという。限りある資源を将来にわたって長
く使いながら安定した暮らしをしていこうということだか
ら、身の丈にあった分相応の生活をしていこうということ
だろう。いま、経済成長というお金中心の考えは改めて、こ
ころの成熟へとシフトする時代にきている。それには、貴重
な自然を保全しながら地域の持続可能な発展を目指すユネ
スコエコパークの理念を具現化しようとしている只見が
もっともふさわしい地になりそうだ。
成長社会から持続可能社会へ、それを只見から始めてみ
たい。

持続可能な社会へ
新 国 　勇
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1/1 新年からイヌワシ !

おめでとうございます。
年末からの大雪が
チューハン（昼飯）近
ぐになって降り止ん
で、青空が差してき
たぞや。あんま、いい
景色になったもんで、
ユンメッテ（家の前）
に出だら、東（只見川方面）の方から
こっちに飛んでくる鳥がいる。トンビ
よりずっとずねぇ！　おぇー！イヌワ
シじゃ！　翼の下と尾っぽに白い斑が
ある！　若鳥でねぇが！　オライ（自
宅）の上を飛んで、東方、要害山手前の
秋葉山のアカマツに止まった！　急い
でカメラを取って返すと、もう柴倉山
テメェ（手前）の只見川の上を飛んで
いたずや。いやー、新年そうそう、えら
い客が来たもんだ。今年は、いい年に
なっといいな。 （イサム）

1/14 ガンカモ、カウント結果
只見湖でのカモ類カウント結果報告。
コハクチョウ2、オカヨシガモ2、ヨシ
ガモ1、ヒドリガモ10、マガモ51、カル
ガモ82、コガモ40、ハシハジロ44、キン
クロハジロ3、ホオジロガモ1、カワア
イサ2の全11種、238羽。参加者は、6名。
滝湖は湛水されていないのでカウント
中止。2年前の大洪水被害によってカ
モ類が越冬できる環境が回復していま
せん。只見ダム近くの山で、カモシカが
のんびり反

はん

芻
すう

しているのを見て一安心。
 （イサム）

1/16 雪の花
きょう外に出で
みだら、木に白
い花がいっぺぇ
咲いてで、たま
げだぞや。枝の
先っちょに、丸
い雪がついでん
だども、なんで
こだ丸っこくつ
ぐんだが、わがんねぇが、まるで白い花
が咲いでいるみでぇだ。んじぇも、よぐ

見でみっと、丸い雪がみっちりどつい
でんのは、カエデの木だったずや。カエ
デは枝を密につけでっがら、雪がつき
やすいのがもな。つぎにきれいだった
のは、ソメイヨシノがな。離れて見っど、
コブシの花が咲いでいるみでぇだ。ま
わりの景色が白いがら気ぃつがねえど
も、天気のいい日に、ちょっど、見で
みっくんつぇ。 （イサム）

1/21 巨大雪まくり
きょう、午後3時ころ、肘折の俊行あん
にゃがい（俊行さん宅）がら下っ手の山
の下斜面で、ばっがぁでっけぇ（とて
も大きい）雪まくりを見

め

っけだぞや。直
径は1.3ｍはあったずや。小学生の背丈
ぐれぇある。こっだずねぇあな初めで
だ。道路がら200ｍぐれぇ、ぼほこぎ（雪
の中を雪まみれになって歩く）しで来
だが、おら、まだ興奮しちまっだずや。
 （イサム）

1/21 雪　虫
きょう、車庫の屋根さ、雪、届いだがん
で、雪掘りしたぞや。そしだら、雪虫、1
匹飛んでだっけぞや。寒中だのに天気
よぐなって間違っで目ー覚めだんだべ
な。水戸の昆虫写真家、初太郎さんに
よっと、雪虫じゅうは、クロカワゲラ科、
ホソカワゲラ科、シタカワゲラ科の虫
を総称しで呼ぶがんだっちゅうども、
きょうのはユスリカだ。雪の上に出て
くる黒っぺぇ虫は、みんな雪虫って言

ゆ

うであんめが。 （イサム）

1/25 おらいのセンサーカメラ
おらい（自宅）の裏の畑さ、野菜くず投
げでんだが、毎年だどキツネの足跡が
ついでんだども、今年は違う。イヌみ
でぇな足跡だ。そんじぇ、3日間、セン
サーカメラ仕掛げでおいでみだ。そし
たらタヌキとテンが写ってだ。タヌキ
は夜早くと夜明け、テンは夜中に来て
いだ。タヌキは雑食だがらなんでも食
うべが、テンが野菜を食うとは意外だ。
卵の殻も混じったがら、そっちを食っ
たがな。タヌキは野菜くず捨てて 1時
間後に来てだっけな。もう餌付いっち
まったがな。よぐねぇど思うども、もう
ちょっとカメラで撮ってみでぇな。
 （イサム）

1/26 環境病講演会
あす27日、13時30分から朝日地区セ
ンターで、環境病の講演会があります
ので、ご案内申し上げます。自ら患者で
あり、環境病に苦しむ人の手助けする
ため、NPOを作って積極的な活動を展
開されている方です。天気はわるいと
思いますが、ご参加お待ちしておりま
す。なお、お時間の都合がつける方は、
準備にご協力いただければありがたい
です。 （イサム）
化学物質過敏症・電磁波過敏症とは聞
いたことがあり、興味があり池谷純仁
さんのお話を聞いてまいりました。池
谷さんは横浜に生まれ育ったとおっ
しゃっていました。環境病という、聞き
なれない病。化学物質や電磁波など目
に見えないがモノが原因だとされる奇
病によって体調を崩したのが 9年前
だったそうです。そして、縁もゆかりも
ない山奥「福島・南会津」へ移住して6
年目の厳しい冬を快適に過ごしている

会員からの只見自然情報
学ぶ会メーリングリスト（2013.1.1～ 10.9）より
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とのことです。「世界一不便なキャンプ
場～南会津町あらかい健康キャンプ
村」だそうです。食べるものは「玄米と
味噌と少しの野菜を食べ」（聞いたこと
のある言葉ですね）1日2食の生活だ
そうです。食べ物の陰と陽なども話さ
れ自分の食生活も反省しました。もう
少し掘り下げたお話を再度聞きたいと
思いました。 （夢街道）

2/11 只見の巻物
いっつも、タヌキどが雪どがばっか出
しでっから、たまに只見の民俗文化で
も出してんべや。只見は 600本も巻物
がある巻物王国だども、近ごろ、それが
ちっと有名になってぎだ。今年は千葉
県佐倉市の国立歴史民俗博物館で只見
の巻物が展示されんぞや。3月17日か
らの民俗展示室のリニューアルオープ
ンでは只見の屋根屋と蒲生の番匠（大
工）の巻物、7月2日からの企画展では
梁取の松井栄吉さんの鍛冶屋の巻物が
出っつぉや。ちなみに屋根屋の巻物は、
おらいのひいじさまのあんで、明治5
年のあんだぁ。こごの現代展示室には
田子倉集落のでっけぇジオラマもあん
ぞや。近ぐに行ったどぎはぜひ見てく
んつぇ。 （イサム）

2/23 カッコネーの発表報告
下田公民館で開催された「旧八十里越
の可能性を探る」講演会で、われがら
カッコネーが「只見の自然と文化」と題
し講演されました。応援団は、信、一恵、
勇の 3名。当日は主催者の予想をはる
かに上まわる110名の来場者がありま
した。ぎっしりの会場なかで、カッコ
ネーは只見を生き生きと紹介しました。

新潟の里山研究会と信越トレイル事務
局の人の発表はちょっと眠かったけど、
カッコネーは張りがあっておもっしゃ
がった！これから全国にはばたいてほ
しいです。 （イサム）

3/12 塩沢のブナ
『日本一の巨木図鑑』（文一総合出版）と
いう新刊がでたので、購入してみまし
た。開けてビックリ、塩沢のブナが日本
一でのっていました。日本一のブナは
全国にありますが、枝分かれしていた
り、こぶがあったりして除外されてい
ます。この本は宮 誠而という執筆者が
独自の測定法で全国の巨木を調査した
結果を発表したものです。
これで塩沢のブナは全国に知られるこ
とになりました。課題は、これから来る
であろう問い合わせの対処のしかたと
ガイドラインの作成です。これについ
ては、皆さんと話し合いが必要です。ユ
ネスコエコパークを前にして、さっそ
く懸案がでた格好ですが、これを弾み
に前向きにいきましょう。 （イサム）

3/31映写会のお知らせ
この映画「奥会津の木地師」はすげぇぞ
や。木地師を止めていた古老たちに声
をかけて木地の仕事を再現する記録映
画だずや。奥山で小屋がけするごどが
ら始まって、ブナの木を伐採して、そご
がらお椀をチョーナで削り出して梱包
しで運び出すまでの再現映像だ。民族
映像文化研究所の姫田忠義ちゅう人の
企画・監督作品。ナレーションも担当し
てっとも、これがめちゃくちゃために
なる。ぜったい見て損はしねぇぞや。レ
ンタル代が2万円というごどだども、
惜しいごどはねぇ。山の民がいかにし
で山の恵みを利用していたかがよーぐ
わがる映画だぁ。昭和村の菅家博昭さ
んもこの映画の撮影に関わって開眼し
た人だぞや。せひ、みんなに見てにほし
いと思ってんぞや。 （イサム）
今日の映写会興味深く見せてもらいま
した。南郷地区にも木地師集落が、今の
駒止トンネルの手前にあり、私が小学
校の2年生の頃まで（もう60年も前で
すが）同級生がおり、毎日ではないです
が学校にきてました。何しろ遠いので、
1校時目には間に合わなく遅れてきて
いたように覚えています。秋になると
みんなに大きなミズナラのドングリを

いっぱい拾ってきてくれました。その
年までで、家族で他の山に移ったのか、
先生が何か説明されたようにも思いま
すが、ドングリをもらったのが、最後で
した。女の先生でしたが、春の家庭訪問
の時遠くて大変だった話をされてまし
た。今思えばその時先生は、砂利道の県
道を自転車を押して上がり、途中から
山道を歩き、帰りの県道は、ブレーキを
引きながらの自転車で、行きも帰りも
ペダルは不要だったと思いませんか。
 （禮次郎）

4/5 カンムリカイツブリ繁殖羽
あんまいい天気
だったもんで、
チューハン（昼飯）
過ぎ、只見湖に
ちょこっと行って
来たずや。カモは
ほとんど帰ってだ
ども、カンムリカ
イツブリが4羽いたずや。去年からずっ
といだあんだべな。みんなきれいな繁
殖羽になってっから、見に行ってけや
れ。湖のちょうど真ん中あだりで、さが
んに潜ってっぞや。特徴ある鳥だがら、
すぐ分がっと思うずや。 （イサム）

4/10 ウグイスだぞや !

今年の元旦にはイヌワシが飛んで来て
ビックラしだども、きょうは朝早ぐ、ウ
グイスが玄関の自動ドアを開けて入っ
てきたぞや。くちばし開いでハーハー
ゼーゼーというあんばいで、クタクタ
だったずや。きっとヤブから出だどご
を、タカかカラスなんぞに襲わっちぁ
んでながろが。そしで、逃げ場なぐなっ
て、やっどごさ、おらいの玄関に入って
難を逃れだんであんめが。これは想像
だどもな。んじぇも、よぐ来でけやった
もんだ。おかげで、上下、左右、頭から
しっぽの先まで撮りまぐって逃がして
やったずや。いっちょさげだ。（イサム）
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4/11 ムシクイ参上 !

きょうお昼すぎ、
ブナセンターの玄
関に小鳥が侵入。
さっそく捕まえで
みだども、はでさ
で、しなだ（あなた）はだーれ?　セン
ダイムシクイかメボソムスクイのどっ
ちかだと思うども確証がねぇ。センダ
イムシクイは、里山で「焼酎一杯ぐ
いー」って鳴ぐし、メボスムシクイは、
亜高山帯で「チョリ、チョリ、チョリ」と
鈴みでぇなきれいな声で鳴ぐんで一発
でわがんだども、鳴がねえとまったく
わがんね。どっちも同じ姿かっこうな
もんで、鳴き声の違いで見分けでいん
だべど思うども、ほんどに似でんな。あ
ど、はるかちゃん、無理やり鳥持だせだ
りしで、勘弁しっけろ。 （イサム）

4/16 カモちゃん
入叶津はまだ田んぼが見えません。そ
れでも雪崩で地肌が出たところでカモ
ちゃんは食欲旺盛のようです。
  （夢街道）

4/17 ユビソヤナギ観察会報告
14日のユビソヤナギ観察会は4人参加
でおこないました。 
伊南川と黒谷川のポイントを決め、豪
雨災害後の川の変化とユビソヤナギへ
の影響を見て歩きました。伊南川やそ
の中洲にあるユビソヤナギは多少の被
害は見られるものの全体的には無事で
した、伊南川で一番太い浜野のユビソ
まで行って見てたら地元のおばちゃん
に質問されたので、村の宝にして下さ
いと言ってきました。
黒谷川は、かなり流されたものが多く
川も変化してしまったように思います
が、黒谷川で一番太いユビソは無事で
した。朝日橋上流左岸、黒谷川合流点ま
でのユビソは 10本前後枯死してるの
が気になりました。花は満開です。
雪消えの場所からフクジュソウ、カタ
クリ、キクザキイチゲなどの花が咲き

始め花の観察も一緒にできました。問
題になっていた黒谷入、白沢の堤防工
事現場のフクジュソウが砂利の合間か
ら芽を出してたけれど、これから、どう
なるのでしょうね? （和子）

4/22 ニュウナイスズメ
いま、どこもかしこも、カップルでいっ
ぺぇだぁ。きょうは、電線さ、ニュウナ
イスズメのカップルがいちゃついでだ
ぞや。交尾は見らんにゃがったども、
チィー、チィ―鳴いで求愛してだずや。
只見には、ほおっぺたの黒いスズメと、
ほおっぺたが白いニュウナイスズメの
2種類いっがら、よーぐ見でみっけやれ。
 （イサム）

4/30 黒谷川のキタコブシ
遠くからの景色ですが、このような感
じで先週からキタコブシが咲き始めま
した。今年は連休中に見事な満開のコ
ブシが見れそうです。桜も一緒に見れ
そうです。 （郁奈）

　

5/1 スズガモ参上 !

スズガモのご夫婦2組が只見湖にいっ
つぉや。国道対岸
の石伏側の道路に
行ぐど、すんま近
ぐから見られんず
や。海っぱたに行
ぐど、ばっかいっ
ぺぇいるカモだが
らめずらしくも

ねぇども、只見ではなかなかお目にか
がれねぇあんだ。しっかし、このカモ、
面っつきも、目つきも悪りぃなぁ。右が
♂、左が♀だどもカモのヤーサンみ
でぇだ。 （イサム）

5/6 セグロセキレイやーい !

今年はセグロセキレイがまったく見ら
んにぇ。いつもの年だと 3月ころから
やってきて、河原や電線で鳴いでんが
んだども、今年はいねぇ。そのかわり、
ハクセキレイは増えでんだ。いまでは、
軒先から河原までどごでも見られるよ
うになっちまった。それも年中いる。ハ
クセキレイっていえば、30年くれぇ
前まではめずらしい鳥で、そのころは
セグロセキレイばっかだった。それが
今は、ハクセキレイに入れ代わっち
まった。ハクセキレイがセグロセキレ
イを追い出しちまったよーだ。
ちなみにセグロセキレイは日本にしか
いない固有種、ハクセキレイは世界
じゅうどこでも見られる鳥だぁ。鳥の
世界も国際化がぁ ?　誰かセグロセキ
レイ見た人は、ご一報くんつぇ。
 （イサム）

5/6 この鳥は何だろう
昨日、只見線が走る杉林（新町地区）に
こんな羽が散らばっていたのです。気
になって手にとってみると綺麗なブ
ルーと黒の縞模様の羽でした。どなた
かこの鳥の正体わかる方がいらっしゃ
いましたら教えてください。 （郁奈）

あーい。それはカケスです。次列風切羽
の一部です。 （イサム）

5/7 この鳥は……ツグミ?

今朝の毘沙沢のお
客さんはツグミで
しょうか?　 （博）
んーとっ、クロツ
グミのメスだべな、
これは。ツグミの
仲間だども、メス
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はわがりずれぇな。クロツグミのオス
は、白黒のダンディなかっこうで、さえ
ずりはほかの鳥もまねできねぇぐれぇ
の名歌手だ。いま、あちこちの木の梢で
鳴いでっから見でみっけやれ。オラ、ク
ロツグミのさえずりがいちばん好き
だ。 （イサム）

5/12 この鳥は何だろう?

情けないくらいに鳥の識別ができない。
今日の2羽は何でしょうか? （博）

博さん、これはむずかしいぞや。鳥は下
から見るのがふつうで、こだ写真み
でぇに上から見下ろしだような姿はあ
んま見られるもんでねぇ。こんじぇは
野鳥識別クイズの中級編ぐれぇだ。毘
沙沢では、鳥は見下ろせるぐれぇ近ぐ
まで来るっちゅうごどだべな。「サファ
リパーク・びさざわ」なんていいんで
ねぇが。
そんじぇ、鳥のごんだども、最初の緑色
の鳥はアオジだべな。ノジコも似でん
だども、これはめずらしい鳥なので、ア
オジにしておくずや。頭の黒い鳥は、ク
ロツグミのオスだべな。葉っぱをめ
ぐって虫やメメズ（ミミズ）なんぞ食っ
てんぞや。 （イサム）

5/27 アカショウビン
今朝、毘沙沢でアカショウビン初鳴き、
確認……。ウワミズザクラが満開です。
 （博）

6/4 夢のような気分
きんな（昨日）の朝っぱら（朝早く）、只
見字原のMさんから電話がきたぞや。
赤い鳥が窓にぶつかって気絶してっと
ころをバケツでつかまえておいたから、
早く来てきろという内容。現場に行っ
てバケツをのぞくと、アカショウビン

でねぇの !!　窓ガラスを割って、その
まま落下。しかし、元気がいい。赤いく
ちばしをふりまわして、さかんにかみ
ついてくる。なかなか、かどい（気性が
荒い）。脚の根元をもってもらって撮影
したのがこれ。こんな機会はめったに
ねぇごった。夢のなかで写真を撮って
いる気分。んじゃがら、止めんにぇ。
 （イサム）

6/5 ヒメサユリ
百合平にヒメサユリの計測に行ってき
ました。町を見下ろす日当たりの良い
一等地に生えている1本だけが花を咲
かせていました。 小戸沢林道にも行っ
てきましたが、こちらはたくさん咲い
ていました。それから、うちの軒先のカ
マキリの卵からたくさんの子が旅立っ
ていきました。 （麻衣子）

 

6/11 三石神社にて！
ユリ平の調査に同
行したところ、清
水場で成体のハコ
ネサンショウウオ
を確認することが
できましたので報
告します！

（はるか） 

6/12 スネドウシ
「山にはスネドウシっでいう赤い小さ
なヘビがいで、寝でいると、ゲスアナッ
ポ（お尻の穴）からもぐり込んで、はら
わた食われっから、山では寝るんでね
え」と小さい頃から聞かされていたヘ
ビ。赤い小さなヘビには、ジムグリとシ
マヘビの幼蛇がいっとも、赤味の強さ
やつるつるした肌からいって、スネド

ウシっていうヘビは、ジムグリのごん
だべな。ちなみに、「もぐる」ことを、只
見では「むぐる」というずや。ジムグリ
とは、地中にむぐるヘビという意味。標
準和名が方言のような古い名前からつ
いた例だべな。このヘビは、事務局長の
カッコネーが舘ノ川で見

め

っけで、おら
いの娘が捕まえでもって来たのをわー
がい（我が家）の庭で撮ったもんだぞや。
 （イサム）

とてもかわいいジムグリですね。県内
全域でまだ健在の場所がある一方、環
境の変化からかエサのネズミ類が減少
し、それにともなってジムグリが少な
くなった印象を持つ地域もあります。
只見の財産として、この小さな生き物
も大切にしたいですね。 （イナバ）

6/16 コチドリ初記録
只見駅ちかくの砂利場で、チドリの鳴
き声がすっがら、行ってみた。そしだら、
コチドリだんねーの。コチドリは、まっ
と下流の大きな河原にいる鳥で、只見
のような奥山の上流域ではイカルチド
リしかいねぇど思っでだ。これがコチ
ドリの初記録だぞや。まっとメェー（以
前）がら、いだんだがもしんにぇが、イ
カルチドリしかいねぇど思っで、よー
ぐ見でこながった。なんでも慣れっち
まうど、ダメのんだな。 （イサム）

6/18 コチドリの繁殖確認
このめぇー（前）のコチドリだども、ヒ
ナが1羽いだっけ。ちゅうごどは、只見
で繁殖しだっちゅうごどだずや。繁殖
も初記録。ふつうは、2～ 4羽ぐれぇ
の子めら産むらしいども、カラスどが
に食わっちゃんであんめが。親も1羽、
子めらも1羽。ちょっどさみしいども、
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なんどか無事、飛び立ってもらいでぇ
な。 （イサム）

6/18 ホタル飛んだ
黒沢で、ただ今（20:30頃）、若犬のオ
シッコタイムで集落をひと回りしてき
ました。フワフワとホタルが飛んでい
るのを発見。今年初です。今夜は傘もい
らないくらいの小雨。でもホタルに
とっては気温がかなり低めです。集落
の山際で 3頭確認しました。ゲンジだ
と思います。 （彰）

6/20 ホタル追伸
18日に続き、ほぼ同時刻20:30頃、黒沢
集落の同ルートを歩きました。だいた
い400⊖500mでしょうか。おとといより
は暖かい。風はなく、ときどき月が雲間
から顔を出すとかなり明るい夜。集落
の山側を中心に14頭確認しました。ゲ
ンジだと思います。おとといよりだい
ぶ増えました。 （彰）

6/20 化物谷地
写真家の林さんのお供で、明治に開削
された八十里越新道を化物谷地まで
行ってきました。入叶津のゲートから4、
5㎞で八十里越の入口です。ここまでヤ
マサのSさんに、車で送ってもらいま
した。お迎えまでしていただき、本当に
ありがとうございました。山道を 1時
間ほど歩きました。道は思ったよりも
よかったです。途中、2、3箇所崩落し
ていましたが、とくに危険な場所はあ
りません。約1時間ほどで、化物谷地に
着きました。化物谷地という地名から
ジメジメとした湿地を想像していまし
たが、実際は沢と沢に挟まれた200⊖300
坪くらいの明るい平地でした。低灌木
が繁茂しており、沢には水芭蕉があり
ました。残念ながら、化物どころかネズ
ミ男にも会いませんでした。 （信）

6/25 うちのサンショウウオ
今日、自宅の泉水（池）を覗いたらサン
ショウウオが数匹いました。大きく
なって、また戻って来て欲しいなぁ！　

ちなみにこれはト
ウホクサンショウ
ウオでしょうか?

（郁奈）
トウホクサンショ
ウウオの幼生かと
思います。ただ、結
構やせているのが
気になります。無
事育って成体になったら、また産卵に
やってくるといいですね。 （イナバ）

6/29 ホタル情報
1．布沢分校前の川　 ゲンジ11
2．小林野々沢出口　 ゲンジ5、ヘイケ1
3．九九生　田んぼ　 ヘイケ3
4．大　倉　 ゲンジ1
皆様の情報待ってまーす。  （和子）

6/30 浅草岳のヒメサユリ
新潟県側から浅草岳に登りました。ネ
ズモチ平の駐車場には一昨年の水害で
まだ行けません。浅草岳エコミュージ
アム付近に7時半に着いたのですが、
もう車がびっしりです。登山者の多さ
に驚きました。山ガールもいました。登
山ブームって本当だなと思いました。
車を止めたところから、ネズモチ平登
山口を経て、約3時間半で山頂です。絶
え間なく登山者と出会います。皆さん、
清楚で可憐なヨシナガサユリがお目当
てとのことです。あっ、違う。ヒメサユ
リですね（わかっとるわい！）。苦労し
て登った浅草岳の頂上付近で見るヒメ
サユリは格別です。7月中旬ごろまで
が見頃かと思います。残雪もあります。
同行した2人の埼玉県人（女性です）も
感激して帰りました。あの 2人は来年
も只見に来るなと確信しました。
入広瀬駅まで2人を送った帰り、雨の
中252号線を歩いている登山者（若い
カップル）を発見。車を止めて声をかけ
ました。
私「どこまで行くのですか?」
登山者「田子倉登山口に車を置いてあ
るので、そこまで歩きます」
私「乗っていきませんか?」
2人を乗せました。えらく感謝されま
した。田子倉登山口から浅草岳、鬼ヶ面
山と縦走してきたそうです。
「只見には浅草岳以外にも蒲生岳など
いい山がありますよ。ぜひ、また来てく
ださい」といったら、女性が「絶対来ま

す！」よしよし、これで4人ゲット。
さらに行くと、もう1人歩いている人
がいたので、これも車に乗せて、田子倉
登山口まで送りました。5人目はどう
かな? （信）

7/3 南会津建設事務所来宅
南会津建設事務所の河川砂防課長と事
業担当主査が来宅。黒谷川のユビソヤ
ナギが、洪水後の種子散布によって 2
年生実生が確認され、将来、小群落の形
成が期待できるとの調査報告書を持参
してきました。本会からは、新国と本名
が応対しました。仙台の某研究所が、今
年5月に3日間調査したものです。私か
らは、ユビソのコアゾーンが洪水に
よって流失したと報告書にあるが、実
際は洪水後の河川工事によって破壊さ
れたものであること、ユビソの2年生
実生としているが、明確な証拠は花器
を調べないと確定できないものであり、
ユビソの実生が育っていると断言でき
る段階ではないと述べました。本名か
らは、瀬と淵で川の生態系を取り戻す
こと、確実な漁道の改良について要望
しました。話し合いは、2時間半にも
なりましたが、県側も、3つのコアゾー
ンを設けることでユビソの保全を図り
たいとの意思は感じられました。絶滅
危惧種があるということは、自然生態
系が豊かな証です。遅まきではありま
すが、施行業者にその気が出てきたこ
とはよいことです。 （イサム）

7/7 ヒグラシ鳴く
ヒグラシ、南相馬の20㎞圏内でも昨日
の夕方、今年の初鳴きを確認。地上1m
の高さで3μSv前後ある南相馬市小高
区の里山。家はあっても無人、田畑は荒
れ放題の集落内。庭先には子供の三輪
車が錆びたまま雨ざらしに。夕飯の支
度をする人も、セミ採りをする子供も、
勤務帰りの車も、もちろん田畑にも誰
もいない。SFの世界の中でヒグラシ
は鳴く。住居制限区域の夕暮れ、アライ
グマやハクビシンが家の中にも住む現
場、調査のため立ち入りした哺乳類研
究者のSさん、Oさんとともに聞く。今
の福島県にはこんな場所がある。無念
のまま自らの命を絶つ人もいる。森の
中を自由に歩き回り、山や川からの恵
みに感謝して食し、普通に暮らせる日
常の大切さを強く感じます。 （イナバ）
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7/25 アマゴイルリトンボ
場所は教えらんにぇども、きょう、アマ
ゴイルリトンボを見に行ってきただ。
けっこう珍しいトンボらしい。名前は、
八十里峠を越えて旧下田村の雨乞池で
見
め

っけらっちゃんでついだじゅうごん
だ。面白っしゃがったのは、交尾してい
る夫婦のあとをつけているオスが1、
2匹いだごんだ。産卵しているちかく
の草にとまって、じっと見でんだ。人様
のカガ（奥さん）をぶん捕んどるつもり
であんめが。結局、それは見らんにゃ
がったども。 （イサム）

8/6 クロメンガタスズメ
数日前、畑のナスの葉っぱを写真の子
がむしゃむしゃ食べていました。地面
にトウモロコシの実くらいの大きさの
糞がごろごろ落ちていたので周囲の
葉っぱを点検したら、鮮やかな緑色の
10㎝くらいのが張り付いていてあまり
の大きさと不気味な色に思わず
「ぎゃーっ」と叫んでしまいました。
調べてみると「クロメンガタスズメ」と
いう蛾の幼虫でナスやトマトの葉っぱ
を食害するということです。元々は九
州でも稀な暖地系のスズメガだったの
が 1990年代ごろから増加し分布を広
めているそうです。 （麻衣子）

8/13 珍しいもの発見！
自宅近くで今まで見たことのない猫
じゃらしを発見しました。間違いなく
1本の茎なのに、こんな感じに育って

面白いですね。アスファルトから無理
無理と芽を出して育ってます。（郁奈）

これは面白っしぇーなぁ。四ツ葉のク
ローバーっていうのはあっとも、三穂
のエノコログサっていうあなは初めて
だぁ。多分、花芽を作るときにふんのぼ
る（踏みつけられる）どがさっちぇ、こ
だになっただべな。あど、郁奈ちゃんの
観察眼、なかなかいいぞや。 （イサム）

8/13 調査観察会報告
倉谷から伊南川合流点までの黒谷川の
改修工事状況と魚類調査報告です（7
名参加）。前日から設置された4か所の
捕獲網の結果、ヤマメ1匹　カジカ1匹　
ウグイ3匹　アブラハヤ2匹でした。魚
や昆虫は非常に少なかったそうで、そ
の結果見えることを新潟魚類調査NPO
の風間さんより伺いました。
「魚の餌がほとんど見られなかった。考
えられる原因として、川底の石に藻が
ついてない（工事による濁りで光合性
ができず藻が育たない）ことと、水生昆
虫がほとんど見られない（単調な川底
と川を被う河畔林がないので落下昆虫
も望めない）」などでした。「できれば定
点観測して川の変化を見ていったら良
いでしょう」と締めくくられました。
区長さんも同行されましたが、工事の
経過説明は地元にほとんどないらしく、
地元の人がしっかり検証して行きたい
とのことでした。実験段階らしいバー
ブ工法などは、自分たちでできること
かもしれないそうです（由昭さんが調
べてみるそうです）。 （和子）

8/16 ミズスマシ
実際は 1㎝にも
満たない生物で
すが、職場の灯
りに誘われて飛
んで来てました。
こんなところに
珍しいなぁ、と。水田など水辺に生息し
ていて、以前はよく見かけたものです

が、今は農薬の影響や水田改良などで
住処がなくなり減少してるんだろう
な。 （郁奈）

8/31 ツバメの様子
夕方ツバメが大群で自宅近くを空いっ
ぱい飛んでいます。トンボなど餌をと
るために飛んでいるのか、それとも巣
立って日本を離れてしまうのか…?　
あまりにものたくさんのツバメが飛ん
でいてビックリしました。 （郁奈）
郁奈ちゃん、そのツバメは南の国に帰
るために集まってんだべな。巣だった
若鳥が加わって大集団となり、近くに
大きなねぐらをつくっているはず。ね
ぐらはススキっ原だぞや。こんだけの
ツバメが人家周辺で見られるのも、只
見ならではだべな。 （イサム）

8/31 電線のハクセキレイ
おらい（我が家）の前っ手の電線には、
夕方になっと、ハクセキレイが集まっ
てくんぞや。夕方 6時ころからにぎや
がになってきて、7時をすぎっと電線
に一列に並んでおどなしぐなる。その
数40羽前後。よぐ都会の駅前の街路樹
やネオンに数百羽も集まるごどはあん
ども、こだ只見みでえな田舎ではあん
ま見らんにぇごんだ。これは只見が都
会になったちゅうより、ハクセキレイ
の数が増えてきたっちゅうごどだべな。
 （イサム）

9/7 エコパーク推薦 毎日新聞

仙台・佐野です。
「只見地域と南
アルプス地域
をエコパーク
に推薦決定」の
記事です。
9/5 毎日新聞
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9/9 シロマダラ
おとといの夜、イナバさんとヘビ狩り
に出できだずや。そしだら、イナバさん、
すんま（すぐ）シロマダラの子めら発見。
家に持ち帰っど、なにか吐き出しだ。ト
カゲの子めらだ。30㎝のヘビが6㎝の
トカゲを呑み込んでた。シロマダラは、
ヘビやトカゲ、カナヘビを食うヘビだ
ども、これだけよぐいるっちゅうごど
は、只見はヘビ王国だどいうごどだべ
な。 （イサム）

9/11 コノハズク
国道252号線、田子倉地内の道路上で、
コノハズク発見。夜、仏法僧って鳴く、
日本でいちばん小っちぇフクロウ。い
まはめったに声は聞がなぐなっちまっ
た。山で見っけるのもまず無理。それが
車にぶつかっで死んでいた。なんちゅ
うごっだ。オラのお宝、また冷凍庫に追
加。 （イサム）

9/19 今夜は十五夜
家で作った野菜
15品と団子とス
スキをあげもして、
お月さまを拝みま
した。空にうつっ
ているのは、満月
です。

（さなえ）

9/20 シャカシメジ
シャカシメジとはよぐ言ったもんで、
お釈迦さまの頭にそっくりだ。きょう、

群生地を見
め

っけできただ。場所は、教え
らんにぇ。んめぇキノコだ。今年は、豊
作になっぺが? （イサム）

9/25 このヘビは?

小さいほうの蛇（写真上）は頭の下側に
白い色がついていました。 （夢街道）

上の写真の個体はヒバカリの幼蛇、下
の写真はヤマカガシの黄色色素欠乏の
個体かと思います。おそらく、きれいな
青色個体かと。只見では震災前に新町
で見たことがありました。ヤマカガシ
は毒ヘビなので、個人的にはあまりつ
かみたくないのですが。 （イナバ）

10/1 網ガエル
毎晩、オライの玄関先には、10匹前後
のアマガエルが来っども、今年はちっ
と毛色が違ったカエルがいんぞやい。
網の上を歩いて虫を捕めぇるあんだ。
ツバメさ、巣、掛げらんにぇように網、
張っておぐだども、これがカエルに
とっては虫捕めぇにちょうどいいよう
だ。アマガエルも、壁ばっがでねぇ、網
の上も歩くように知恵がついだだな。 
 （イサム）

10/6 あがりこの只見方言
あがりことは、秋田県の方言名ですが、
只見での呼び名もあるはずと聞き歩い
ていましたが、やっとわかりました。只
見方言では、「モギリキ」と言います。ま
さに、もぎりとる木です。これは、早春
の春木山という伐採で行われます。黒
沢集落から登った山にコナラの巨木あ
がりこがありますが、ここはマキノタ
イラという場所だそうです。モギリキ
という呼び名は、只見字新屋敷、黒沢の
人から確認しました。みなマキノタイ
ラで春木山をしていた人たちでした。
布沢では、ブンモギッキと呼んだとい
う人がありますが、この方言は再調査
が必要と思われます。
とにかく、只見の方言名が確認できて
よかった。 （イサム）

10/9 テングコウモリ確認
きんな（昨日）、南郷の禮次郎あんにゃ
（敬称です）がら、畑の花豆の葉っぱに
変なコウモリがくっついでいだんで、
とっておぐどって電話あったぞや。
きょう行って見できたら、なんとテン
グコウモリ。絶滅危惧Ⅱ類。只見では、
向山先生が黒谷川で1頭、捕まえだだけ。
コテングコウモリはけっこういるども、
テングコウモリは珍しいずや。鼻っ先
がとがっていで、毛色も白っぽい。暴れ
で、禮次郎あんにゃの指先に嚙みつき
まぐっでいだども、さすが禮次郎あん
にゃ、痛ぇども言わねぇで、いじってい
だずや。 （イサム）

編集室より◦じつに久しぶりに学ぶ会
通信をお届けします。予算があるよう
なので今回はカラー印刷にしました。
ほとんどのページがメーリングリスト
からの転載です。イサムさんの只見弁
講座のようでもあります。次号はもう
少し内容の濃いものにしたいと思いま
す。表紙の秋の木の実、なんだかわかり
ますか。写真ではむずかしい？ （クマ）


